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成長志向企業を加速させるベンチャービジネス支援コンサルティング 
時代を変革させる無限の可能性を実現させていくためにはドリームからプランへのステップアップが必要です。 

◆顧客をクラスター判別して顧客の生
態に応じたCRMマーケティングプロ
グラムを組み立てる 
 市場を正しく理解することはバイオ 
ビジネスを有利に展開する上で重要な
鍵です。市場は様々な特性やニーズを
持つ顧客から形成されています。そこ
から類似する特性やニーズを持つ顧客
グループをクラスターリングしてター
ゲット市場セグメントを発見すること
ができます。そしてターゲット市場に
おける現在から未来にいたる顧客の成
長モデルを構築することによって、
顧客ニーズを先取りし需要予測にもと
づくソリューションの供給が可能にな 
るのです。 

 

◆社員全員が経営戦略ベースの意思決定能力を持つ超スピード経営
こそベンチャーが磨きをかけるべき強み 
 ベンチャー企業に大手企業と同じようなマネジメントシステムは 
不要です。めざすべきものは生産性や確実性の向上ではありません。 
 磨きをかけて決して曇らせてはならないのが原点である「好きな 
こと」に集中して強みを強化し、チャンスを逃さない嗅覚を持つこ 
とです。そのためには社員全員が経営者と同じように経営戦略に通
じ、その場その場で最適な意思決定を行えるような環境適合力を身 
につけることが不可欠です。経営戦略、マーケティングプラニング、
リスクマネジメントなど大手企業であれば経営トップしか学ばない
知識こそ全社員が身につけるリテラシーです。マイナーなマネジメ
ントはアウトソーシングしてメジャーな問題、チャンスを見逃さな 
い嗅覚を持つしくみが必要なのです。 

◆ナレッジマネジメントの善し悪しが事業の成長ス
ピードを決める 
 誰よりも早くチャンスを発見し、誰よりも早く行 
動を開始する。これこそベンチャー企業に求められ
るスピード経営です。そのためには社内の情報流通
が光速であるだけでなく、社外への働きかけも光速 
であるべきです。EIP企業情報ポータルは利用者の
仕事に合う形で必要な情報を体系化することができ
ます。社員が同じメニューから同じ情報を閲覧する
ようなグループウェアではとうていスピードは出ま
せん。ベンチャー企業にはベンチャー企業のための
グループウェアがあるのです。これからのネクスト
ソアエティを勝ち抜く企業は知識組織です。ナレッ
ジマネジメントの出来が間違いなくベンチャー企業
の成功を左右するでしょう。 

どのような顧客セグメン
トが存在するのか

顧客にはどのような
個体差があるのか

顧客はどのように成長
するのか

顧客セグメントごとに最
適な営業方法は何か

成長段階ごとの最適な
営業方法は何か

個体差ごとに変えるべ
き営業方法はないか

顧客セグメントごとに
最適な商品組み合わ

せは何か

成長段階ごとに
提案すべき商品パーツ

は何か

個体差ごとに
変えるべき商品パーツ

はないか
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